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離

十
二
月

一
日

か
ら
七
日
か

二
十
九
日
の
自
治
委
が
カ
ギ

教
餐
部
自
治
会
正
副
委
員
長
、
同
学
会代
臓
員選
出
な
ど
を
含
む
、
後
期
教
養
部
選
挙
は
、
現
在選
挙
管
理
委
員
会
を
、
常
任
委
多
数
派
を
占
め
る
統
一

派
が、
二十
五
日
に
五
人
を
決
尼し
たた
め、
五
人
の
う
ち
三
人
を
自
め
る
統
一派
糸
選管
の
方針
で行
な
われ
る
こ
と
に
な
る
と
見
ら
れ
る
。

二十
六日
前
期
解
散
自
治
委
員
会
が
四

士
蕾教
室
で行
な
わ
れ
た
が
、
統
一派

系
自
治
委
員
が
社
共
統
一行
動
に
午後

から
参
加
し
た
た
め
、
再
度
二
十
九
日

に
自
治
委
員
会
を
開
き
、
解
散す
る

も
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
二
十
九
目
に

は
統
一派
の選
挙
方
針
と
、
委
員
長
方

針
とが
対
決
す
る
も
の
と
見
ら
れ
、
こ

の日
の自
治
委
決
定
如
何
で
、
京
大
学

生
遅
動
の鍵
を
握
る
教
撰
部
選
挙
に
か

なり
の影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
そ

う
であ
る
。

二+
五
目
には
同
学
会
解
散
代
議
員
会

が
行
な
われ
、
後
期
選
挙
は
十
二
月
一

日
か
ら
七
日
ま
て
の
七
週
聞
が
選
拳期

問
と
さ
れ
た
ので
、
学
部
で
の
選
挙
が

単
め
に進
め
りれ
、
教
餐
部
で
の
選
挙

はや
や
テ
ン
ポ
が
ず
れ
て
い
る
。
し
か

し
二十
七
日
に
は
教
養
部
構
内
に
統
一

の

派
系
教
養
正
副
姿
員
畏
候
補
の
ど
ソ
が

はら
れ
て
お
り
、
今
後
の
選
挙
万
針
等

に関
し
て
な
お
聞
題
を
は
ら
み
てつ
で

あ
る
。

解
散
二
十
九
日
に
持
越

教
養
部
自
治
委
員
会

o

驚

十
一月
二
十
六
日
午
後
三
時
四
十
五
分

から
、
四
十
番
教
室
で
、
前
期
敦
養
部

の解
散
自
治
委
員
会
が
開
か
れ
た
。
開

会
時
は出
席
自
治
委
員
裁
が
定
賦
数
に

滴だ
ず
、
自
治
委
員
集
会
と
し
て
開
か

れた
が
、
午
後
五
時
出
幽
六
十
九
人
議

長
委
任
十
七
人
、
計
八
十
六
人
で
定
足

数
に達
し
た
た
め
即
時
自
治
委
員
会
に

切
り
換
え
ら
れ
た
。

自
治
委
員
会
で
は
、
委
無
長
の
塊
調

、
報
告
に
続
さ
「11

・26
H
韓
批
潅
軌

議
社
共
共
闘
集
会
に
謬
加
し
よ
う
」
「

12
・2
社
共
共
闘
に
、
府
学
選
・反
戦

歯矩
委
の下
に
紬
集
し
よ
う
」
「12
°

8反
戦
委
集
盆
に
参
加
し
よ
う
」
な
ど

民
青
系
は
ボ
イ

の
委
員長
提
案
を
う
け
、
統
一会
議
か

ら
の
「第
二
〃府
学
選
"
デ
ッチ
ア
ゲ

反
対
」
など
の対
案
を
受
け
た
あ
と
、

五
時
五十
分頃
、
拍
手
で
も
って
委
員

長
提
案
を碓
認
レ
π。

こ
の日
統
一派
は
、
11
・26
杜
共
共

闘集
会
に参
加
す
る
た
め
、
冷
学
連

コ

ツ
ト

集
会
に
参
加
し
、
こ
の
自
治
委
員
会

を
ホ
イ
コ
ッ
ト
し
た
。
そ
の
結
果
、

事
実
上
主
流
派
の
み
の
榮
会
と
な
っ

　
た
た
め
、
後
期
選
挙
方
針
な
ど
の統

一派
と
の
対
決
点
を
、
単
独
で採
決

す
る
こ
と
を
避
け
後
日
の
自
治
委
員

会
に
談
っ
て
委
員
長
提
案
を
採択
す

」
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川嚇㎜蝋馳剛脚川脚蝋伽川
く
世
聞
の
庄
目
を

脚禰
ひ
き
だ
し
た
。
突

川駒
然
の
受
賞
は
当
の

リ
コ

川
守
田
君
は
も
と
よ

㎜"
り
オ
ー
ケ
ス
ト

嗣"
ラ
、
メ
ン
バ
ー
も

蝋"
一段
と
励
み
に
な

脚゚
る
快
箏
で
あ
っ
た

川o
に
違
い
な
い
。
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今
年
の

京
大
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ

定
期
演
輿

会
で
、
ド

ボ
ル
ザ
ーク
のチ
エロ
協
奏
曲
の
チ

エリ
ス
ト
と
し
て
客
演
す
る
安
田
君

は
、先
月
三十
一日
の
毎
日
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
で
、
今
年
度
の
一等
賞
を

霧
胃、
い
ち
は
や

■;=
=〇一●7
二
一駈一蟹■一●●8=
貫=

呂=

看
、
翼
朝
は
早
速
東
泉
へ
と
っ
て
返

す
。
当
分
こ
の
往
復
が
繰
雌
さ
れ
る

わ
け
。
出
発
前
の
早
朗
比
叡
山
江
ナ

ル
に
彼
を
訪
ね
た
。

1
京
木
オ
ケ
と
の
合

同
練

習
は
ど

う
で
し
元
か
?

「
こ
の
協
輿
曲
は
、
サ
ン
サ
ー
ス

や

ボ
ソ
ケ
リ
ー

二
の
と

同

じ
く
、

コ
ン
チ
ェ
ル

タ

ン
ト

(協

輿
)
で
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」
と
お
ど
ろ
き

の
爾
を

あ
げ
た

次

第

。
日
本
舞
踊
の
家

兀
に
生
ま
れ
五

歳

の
と

さ
か
ら
チ

ェ
ロ
の
藍
を
握
っ

た
安
田
君
は
今
二
十

一
戯
、
腕
に

一

段

と
み
が
き
の
か
か
っ
た
の
が
、
去

年

の
夏
を
過
し
た
ア
メ
リ
カ
で
の
サ

ヘ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
だ
っ
た
。
我
が
国
楽

団
の
ホ
ー
プ
で
あ
る
桐
朋
学
園
大
か

ら
数
人
が
渡
米
、
か
れ
は
、
二
山
ー
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洋
楽
に
つ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
人

の
優

越
感
も
あ
る
ど
思
い
ま
す
け
ど
、
と

て
も
親
切
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
邦

楽
は
で
も
よ
く
消
化
で
き
な
い
よ
う

で
す
ね
」

彼
は
、
日
本
に
は
、

〃
ム
ダ
な
音

楽
"
が
横

行
し
す
ぎ

て
い
る
と
い
う

あ

ま
り
督
楽
が
あ

ふ
れ
る

と
膏
楽
を

聞
き
た
い
と
思
わ
な
く
な
る
か
ら
と

音
楽
へ
の
慣
れ
を
恐
れ
る

京
大
オ
ケ
演
奏
会
で
チ
ェ
ロ
を
客
演
す
る

同
協
奏
曲
の
第
一回
コ
ンチ
ェル

す
ご
く
合
わ
せ
に
く
い
曲
な
ん
で

タ
ン
ト
の
練
習
に
や
っ
て来
た安
田

す
。
で
も
オ
ケ
の
方
が
よ
く
つ
い
て

き
て
く
れ
た
の
て
助

か
り
ま
し
た
」
そ
し

て
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

部
員
に
い
わ
せ
れ
は

「チ
ェロ
の
音
魯
を

日
本
人
が
こ
ん
な
に

美
し
く
出
す
も
の
か

9■,,,'・

安
㍉
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ヨ
ー
ク
の
ジ
ュ
リ
ア
ード
四
歪
癸団

の
ア
ダ
ム
ズ
氏
に身
を窃
せ
て
練
習

の
か
た
わ
ら
、
マサ
チ
山セ
ソッ
の

ボ
ス
ト
ン
交
馳
楽
団
、同
ダ
ン
グ
ル

ウ
ノ
ド
の
背
楽
祭
を
始
め各
地
で
練

習
と
島
楽
会
に
参
加
する
こ
と
が
で

き
た
。

「ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
フ
ンド
地
方
のイ

ン
テ
リ
は
目
太
び
いき
で親
切
で
す
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る
に留
ま
った
。

こ
のあ
と
主
流派
は円
山
て
開
か
れ
た

11
・
26集
会
に容
加
し
た
。

教
育
学
部
自
治
委
員
改
選

反
民
青
系
が
独

さ
る
十
一月
十
八
日
、
教
冑
学
部
自

治
委
蝋
の改
選
・選
挙
か経
わ
っ
た。

日
韓
闘
争
最
終
段
階

へ

衆
翫
に
お
け
る
議
長
随
耕
行
使
に
よ

る
日
韓
魯
約
、
協
定
の
強
行
採
決
を
転

換
点と
し
て
、
日
韓
闘
争
は
、
や
や
混

迷
の
中
を
逸
行
し
72つ
あ
る
が
、
十

一
●二
六
社
晶八総
諄
執
一行
動
を
～
如

め
に
国
内
三泳
の
批
群
阻
止
の
闘
笛
の

組
織
化
が
深
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

十
」
・二
八
祉
共
総
詳
統
一行
動
目

に
は
、
円
山
公
園
て
の
全
京
都
府
民

ヒ

集
会
が
持
た
れ
、
玖
大
に
お
い
ても

12

・8
に
府
学

連
統

一
行
動

学
月-絞
十
人
が
参
加
じ
た
。
+
一
・

二
六以
後

十
二
・二
総
詳
・反
戦

禽
4ー委
統
一行
動

十
二
・三
威
大

一力人
集
会
、
十
二
・七
申
央
反
戦

心
年行
動
委

十
二
・バ
府
字
連
就

一行
動
、
十
二
・九
社
共
統
一行
動

の
よう
な
闘
争
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル
が
組

ま
れ
てお
り
、
日
輯
闘
争
の
艇
終
段

階
を
迎え
よ
う
と
し
て
い
る
。
+
二

。
八は
関
西
三府
県
学
連
統
一行
動

が
遅求
さ
れ
て
い
た
模
様
℃あ
る
が

大
阪
冊
学連
の主
琳
権
を
鉾
る
阪
大

(民
学
同が
多
数
派
を
形
成
し
て
い

る)
が
士
耳
上
旬
選
挙
に
入
る
の

で
、
不可
能
と
見
ら
れ
、
太
平
洋
戦

争
勃
発記
念
日
と
し
て
の
不
戦
の
集

い
とし
ても
府
学
連
統
一翁
動
が
持

た
れる
見
込
み
で
あ
る
。

ま
た
既
に閣
議
に
お
い
て
正
式
に
足
決

さ
れた
国
鉄
還
健
櫨
上
問
題
は
、
日
本

今
回
の
改
選
で
は
九
人
の
自
治
委
員
に

対
し
、
民
膏
・統
一派
糸
か
ら
二
人
、

反
民
歯
糸
か
ら
九
人
の
候
補
者
が
又
っ

占

・た
。
なお
新
臼
治
会
委
員
長
に
は
前
期

に
引き
つづ
き
友
村
醇
由
茗
(三
園

聾
)
が、
ま
た
副
委
蝋
畏
も
前
期
と
同

た
が
、
日
韓
闘
争
、
学
内
ゼ
㍉ミ
ナ
ー
ル
一じ
く松
岡
4君
(一エ回
生
)
が
再
選
さ

な
と
で
袈

な
活
動
を
つ
づ
け
て
い
墾

れ
た
・

反
民
肖
系
候
補
者
九
人
全
員
が
当
選
し
一

同
大
学
館
闘
争
終
る

学
生
側
に
管
理
運
営
権

管
麗
避
,糧

・
組持
費
等
の問
題
を

め
ぐ
り
紛
糾
し
て
い
た
同志
社学
朗
問

題
は
、
団
交
を
拒
白
し
て
い
た学
長
が

讐
然
団
交
を
受
祐
レ
、
十
八
・九
の両

日
の団
交
に
て
大
学側
か醸
歩
を
ポし

ω
管
理
遡
騨経
は
学館
委
員
会
に属
す

る
。
所
有
櫓
、
人
嘱
櫓
、予
算
概
は
掌

長
に
あ
る
②
鋸
長
は
留か
な
い
。学
館

委
員
会
の
互
選
によ
っ
て樹
成
メ
ン
バ

ー
り
つ
ち
教
員
が学
鯖
委
員
長
と
な
る

③
紺
持運
営
費は
学
内
団
体
によ
る
無

制
催
し
も
の
に関
し
ては
徴
収
し
な
い

④
委
貝
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
関
し
て

は
一部
学
生
14
人
、
二
部
字
生
6
人
、

大
学
翫
生
1
人
、
教
授
獣
6
人
、
教
職

組
1
人
、
職
員
代
表
4
人
と
す
る
、
の

四
原が
確
認
さ
れ
、
近
目
中
に
開
か
れ

る
学
部
長
会
。理
事
会
で
決
定
さ
れ
る

模
様
。
ま
た
こ
れ
と
粟
行
し
て
仮称

「学
鋸
規
約
剋
草
委
員
会
」
の
設
置
が

急
が
れ
て
い
る
。
ま
ず
十
八
目
開
か
れ

た
団
交
に
於
て
①
②
③
の
三
点
が
搬
認

さ
れ
、
続
い
て
④
に
つ
い
て
認
論
が行

わ
れ
た
が
話
し
合
い
が
つ
か
ず
、
翌
日

の団
交
に
て
学
生
案
が
受
け
入
れ
ら
れ
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一脚

お
よ
そ
日
本
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ

川

る
文
化
的
作
品

ー
シ
ン
ボ
ル
ー
が
、

人

々
を
感
勤
さ
せ
な
く
な
っ
て
い
る

耶

と
い
う
皮
肉
な
文
化
現
象
は
先
進

㎜

に

一
般
的
に
な

っ
て
い
る
の
だ
。
幸

か
不
幸
か
。
雑
琶
ば
か
り
の
二
、
三

㎜

枚
の
18
回
転
レ
コ
ー
ド
が
、
ま
さ
に

旧㎜

決
定
的
に
人
々
を
感
勤
さ
せ
た
時
代

伽

が
あ
っ
た
。
ボ
ク
ら
は
い
ま
ス
テ
レ

川

オ
∬日
楽
に
お

い
げて

11
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帝
国
工
義
の
現局
面を
罵
口Lす
る
も
の

と
し
て
、
日輯
闘
伯以
後
の工
質
な
課

題
と
なる
と
兄ら
れ
、
A,後
、
日
韓
闘

値
を深
化
さ
せる
な
か
て
、
娘
上
間
題

を
も
併
行さ
せ
っ
つ、
徹
底
的
な
目
帝

の
本
質
暴
鋼
が行
な
わ
れ
る
こ
と
と
見

ら
れ
る
。

橘

奥

躰硲

ト皿㎜壕

ペ
ル
リ
ー
ナ
に
な
く
て、
ボ
ク
ラ
に

与
え
ら
れ
て
い
る
特梧
は
、
〃
マウ
ワ

喜
"
(壁
)
を
越
え
る梧
利
であ
る
。

あ
る
時
東
ベ
ル
リ
ン
へ行
った
。
五
十

層
幅
の
こ
の
検
問所
が、
そ
の日
は
唯

一の
東
西
の
憲
であ
った
。
そ
し
て
、

そ
こ
を
約
四十
分か
か
って
通
る
。
ボ

ク
のボ
ケ
ソト
から
記
載
洩
れ
の
ド
ル

と
「ニ
ュ
ー
ヨ
ーク
・タ
イ
ム
ズ
」
が

発見
さ
れ
た
か
ら
だ
った
。
こ
れ
は
東

ド
イ
ツ
に
と
って
敵
性
文
書
に
も
簿
し

いか
ら
だ
。
読
者
は
、
ボ
ク
が
持
ち
あ

わ
せ
の本
を
「
マル
ク
ス
・エ
ン
ゲ
ル

ス
選
集
」
て
あ
る
と
い
つ
わ
っ
たこ
と

を
容
赦
さ
れ
た
い
。
も
し
ボ
ク
が貰
実

を
詣
し
た
ら
、
オ
イ
エ
・ケ
ンザ
ブ
ロ

ウ
や
オ
ダ
・マ
コ
ト
と
は
いか
な
る
人

物
か
を
係
』
に
説
明
す
るた
め
にさ
ら

に
半
時
間
を
映
レ
た
であ
りつか
ら
●
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が
な
い
ん
だ
」
と
。
だ
が
ボ
ク
らが
見

る
こ
と
を
多
く
の
国
民
が
認
め
つ
つ

る
と
き
、
〃
一般
的
に
"
自
由
を語
っ
も
、
彼
ら
は
東
ド
イ
ツ
が
資
本
t義
国

て
も
そ
れ
は
何
の
意
味
も
持
っ
て
いな

家
と
比
軟
し
て
自
由
で
あ
る
こ
と
を認

い
。
こ
と
に
社
会
主
義
国
家
に唐
る

、め
る
人
々
は
多
い
。

時
、
国
民
の
前
に
あ
る
〃鉄
の
規律
"

「数
人
は
そ
の
他
多
勢
よ
り
平
等
」

(レ
著
ニ
ン
)
が
国
民
を
拘
集
する
こ
と
題
し
た
、
そ
の
日
の
新
閲
の
論論
を

と
は
十
分
に
あ
り
う
る
の
だ
。

例
に
と
れ
ば
次
の
婁
つ
で
あ
る
。
「資

ウ
ル
ブ
リ
ヒ
ト
東
ド
イ
ツ
共
産党
の
本
主
義
国
で
は
所
得
税
と
い
う
も
の
に

官
僚
主
義
が
数
々
の
失
策
を
犯し
て
い

よ
って
労
働
者
は
極
反
し
縛
ら
れ
て
い

私
達
は
『政
治
世
代
』

な
に
し
ろ
六
時
ま
で
に
西欧
陣
宮
に
綴

る
こ
と
を
強
制
さ
れ
て
いる
のだ
。

西
ド
イ
ッ
の人
々
は
、東
のこ
と
を

よ
り
美
しく
ユ
ー
バ
ー
・デ
イ
・
エル

ベ
(エ
ル
ベ河
の彼
方
)
と
呼
ぴ
な
わ

し
て
いる
のだ
が
、
ド
イ
ツ
人
こ
と
に

東
ベル
リ
ン
人
に
と
って
は
、
ロ
マ
ン

チ
ック
を
通
り
す
ぎ
た
日
常
の
思
活
に

必
ず
ま
つわ
って
い
る
切
実
な
問
題
な

の
だ
。
一般
に
「エ
ル
ベ
の
彼
力
に

は
」
と
幽
側
の
人
々
は
躍
う
、
「目
由

る
が
静
用
者
は
そ
う
で
な
い
と
い
う
こ

と
を
芯れ
て
は
な
ら
な
い
。
労
働
者
は

資
本
家
の
同
意
な
く
し
て
賞
金
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
職
制
は
、
労

働
者
の同
意
な
し
て
、
価
格
を
、
従
っ

て
利
益
を
上
げ
る
こ
と
が
目
由
で
あ

る
。
」

東ベル リン

恋
の
心
が行
き
あ
え
る
よ
に
と
、
ひ
と

つ
の
堤
を
決
める
。
「少
な
く
と
も
空

だ
け
は誰
にだ
って
分
け
ら
れ
な
い
か

ら
な
」
け
れと
も
リ
タ
ぱ
イ
デ
オ
ロ
ギ

冒
上
の
問
題
か
ら
マン
ソ
レ
ー
ト
と
劉

れ
る
決
心
を
し
て東
に
灰る
と
い
う
筋

書
き
て
ある
。

「
〃堰
"
世代
」
と
い
う
も
の
は
ま

だ
明
碓
に
は規
の
れて
い
な
い
が
、
そ

れ
は
よ
り
本
質
的
に
は
、
「政
治
世

代
」
と
し
て代
表
さ
れ
て
い
る
と
い
っ

て
よ
い
。
こ
の
コト
バ
に
つい
て
や
は

り
ト
出
の
「分か
た
れ
た
空
」
の
ク
リ

ス
タ
・ツ
オル
ノ
が次
のよ
う
に
表
現

し
て
いる
。

「私
んち
は所
詮
政
粕世
代
な
のだ
。

私
κ
ち
の世
代
の進
歩
は
同
時
に
新
し

い
仕
会
の進
か
だ
,た
。
桝
界
観
を
加

成
す
る
簗
口」あ
って
、
か
つて
の
偽

り
の
〃想
は削
壊
して
い
った
し
、
ナ

チ
帝
国
と
共
に、
偶
像
と
ブ
ル
ジ
コソ

的
運
想な
と
全
て
の
朽物
は
流
れ
ム
ワ

た
。
政
冶
は私
た
ち
に
と
って
死
盾
の

問
題
た
った
のだ
」
〃反
ナ
チ
ズ
ム
"

が
"壁
"
に対
す
る
凱
議
以
上
の
も
の

をも
♪
て脈

と々
弓
≦
紘
け
て
い
ゆこ

と
は
西
ド
イ
ツ
の
、目年
以
上
に
明
'ごら

か
で
あ
る
。

ボ
ク
ら
は
東
ド
イ
ツ
の
「政治
世

代
」
の
思
想
の
なか
に
両ド
イ
ソ
を
代

表
す
る
〃払
机
"
の仏
統
を見
た
い気

が
す
る
の
だ
。
現
在
か
れら
のも
っと

も
大
き
な
不
女
は
悪
酵
なウ
ルブ
リ
ヒ

ト
政
治
以
上
に
西
ヨ
ー
ロ
ノ
パ
こ
と
に

西
ド
イ
ッ
核
武
長
に
対
す
る恐
怖
であ

る
。
日
々
の
巣
独
の新
聞
も
こ
れ
に
つ

い
て
か
な
り
陣
し
い
二
山
ー
ス
を
流
し

て
い
る
し
、
こ
れ
の実
現
が
14
時
に
両

国
民
ω畷
む
「ド
イ
ツ
再
統
一」
を決

足
的
に
不
吋
能
に
す
る
ば
か
り
で
な

く
、
は
っ
き
り
同
国
員
に
回
け
て杉
弾

頓
を
つき
つ
け
る
悲
劇
を
現
出喝
る
こ

と
に
なる
か
り
だ
。
「
ごう
.、」な
く
て

も
、
ナ
距
刑
〃
か
てのま
ま
、,でも
舶

用
さ
れ
て
い
る
内
ト
イ
ソ
と
}緒
に
な

る
こ
と
は
ご
ψな
い
け
と
ね
」
と
ハ
ン

ス
(仮
名
)
が
'ユ]ノ
た時
、へーま
亡
野

って
ボ
ン
ら
の
話
を
囲
い
て
い
た円
田

の
お
と
な
口
明
り
か
し
て
れ
に玩
対老

h
,た
。
＼
ル
4
ス
・エ
ン
ケ
ル
、へ通

の
の
と
あ
る
レ
ス
ト
フ
ン
であ

た
。

(本
紙
・長
沼
編
集
黄)

い
う
。

〃
ム
ダ
な
酋
楽
"
ー

勝
解

さ
れ
易
い
コ
ト
バ
で
は
あ
る
。

「
音

楽
の
大
衆
性
を
台
足
す
る
気
か
」「
ク

ラ
シ

ソ
ク
繧

ヤ
義
か
」
等
々
と
。

「
そ
う
じ

ゃ
な
い
ん
で
す
」
と
彼
は

弁
明
す
る

「
〈
衆
化
は
結
構
で
す
。

け
ど

マ
ン
ネ
リ
に
な
る
の
は
困
る
。

音
楽
は

〃
日
常
生
活
"
そ
の
も
の
で

は
な
い
ん
で
す
か
ら
」

・一一=曽一一9
曹一咀二一=O

■=響

層一}一=冨.
7

れ
と
感
動
レ
な
い

こ
と
があ
る。
幸

か
不
辛
か
。ボ
ク

ら
は
、
安
田君
の

次
の
コ
トバ
のな

か
に
、不
幸
を

幸
に逆
転し
て
い

く
、
エ
ネル
ギ
ー

を期
待
す
るこ
と
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に
し
た
。
彼
に聞
こう
。

ー
こ
ん
こ
の抱
負は
。

「体
力
的
に
西
洋
より
遅れ
な
い

か
と不
安
で
す
。
それ
と
琶
楽
に
横

れ
て
し
ま
っ
て
、気
力
が磨
滅
す
る

こ
と
を恐
れ
て
いま
す
。」

話
に
気
が
は
いり
す
ぎ
て
、
蟹
田

君
は
数
秒
の
コト
で
〃ひ
かり
"
に

乗
りお
く
れ
る
と
ころ
だ
った
(長
)

3
≡
30:
三
昌=
…
:;
3≡
一=3

,三
=
言≡

一;一==
■7
8實

な
い
場
禽

夫

墾

も
蓼

つえ
ず
泳

・天
、
反
翌

一
、
保
留
豆

」中

不
安
は
西
ド
イ

ツ
核
武
装

論
腋麓
雛
鱗
襲
難
欝
叫訟
朗講
論

大
会
が
開
か
れ
、自
天
慶

対
戸
遡

ま
た
学
長
挽

蓼

る
た
め
全
学
ス
ト

を
出
し
た
体
自
云
.統
一派
(民
脊
)
}榔
紺
又
な
と
七
飛
が
決
議
さ
れ
た
。
十

ロ

ノ

の
分
裂
ぬ
動
が
豹
なわ
れ
たが
、
賛
成
.九
H
午
後
二
時
か
ら
轡
ひ
団
交
が
開
か

燃
料
化
学
教
室
焼
く

現
存
最
古
の
赤
レ
ン
ガ

畿
鴛
灘
雛
鶉灘
超
慾
態
勉鍵
繰
箔

建
レ
ンガ
赴
り
の幽
南
か
ど
の
第
一講
一る
。
9

競
堅
の
床
下物
躍
き
付
近
か
ら
火
が
出

て
、
床
約
自
平
力メ
ー
ト
ル
を
焼
い

た
。火
は
七
時
頃消
え
た
が
、
火
の
54

}燃
料
化
字
教
至
な
の
で
エ
ー
炉
ル
な
と

の
危
険
物
が
あ
り
、
一時
は
榮
品
の
雌

び
出
し
な
と
」配
乱
し
た
。

れ
、
学
校
側か
ら
学
長
、
各
学
長
、
学

生
側
か
ら
学
反会
委
員
艮
他
二Q
O
名

が
出
席
し
た
。当
初
大学
側
は
両
者
同

数
を
主
張
し
てゆ
ず
ら
ず
平
行
状
態
を

つ
つ
け
た
が
、
六時
半議
畏
あ
っせ
ん

案
が
提
出
さ
れ
双
力
と
9
これ
を
、承認

し
た
。

工
教
学
友

会

開
か
れ
る

+
九
・二
十
日
の
両日
工教
冒
治
会1

B
O
X
で
、
全
国
工
教
学
友
会
が
開
か

れ
、
十
一名
(無
期
停
学
二
名
を含

む
)
の
入
鷺
処
分
を
出
し
た
横
国大
、

自
治
会
訓
告
処
分
の
出
た
泉
大
に
対し

処
分
撤
回
支
援
闘
争
を
推
進す
る
こ
と

が
採
択
さ
れ
、
続
い
て
く「ま
で
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
確
認
し
た
後
、
前
回
所
長会

鍵
雑
鶴
騨
捺
蓼

專
政
科
案
反
対
の
提
案
が
、
阪
人
から

叢

奨

7

ガ
ン
化
が
繋

さ
れ
竺

剥
し
た
が
、
京
大
他
工
教
が
止
式
態
反

.蟹保
留
し
た
た
め
、
次
回
持
磁し
とな
「

った
。

W
・
G
・
ラ
ン
シ
マ
ン

川
上
源
太
郎
訳

現
代
の
政
治
学

暴

イ
ギ
リ
ス新
進気
鋭
の
政
治
学
者
に
よ
る野
心
作
。
マ
ル
ク

ス
と
ウ
ェ
ーバ
ー
の
批
嵩
的
検
討
の
上
に現
代
政
冶
学
の
現

状
と課
題を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
は
、入
門
蜜
で
あ
る
と

同
時
に
反省
の
●
で
も
あ
ろ
互

清
水
幾
太
郎
著

〈
現代
人
讐
-〉

精
神

の
離
陸
暴脇

加
藤
登
翠

リ
サ

」

靱
㌦繁

虹

に
お
い
て
、
シ
ャ
ンソ
ン
研
冤
会
工
催
・

の
加
藤
登
紀
チリ
サ
イ
タ
ル
が
、
約
五
回　

災

の
蘂

藁
め
て
、
盛
人
に
行
さ

わ
れ
た
。
こ
の日
は
、
加
藤
さ
んの
ほ
」

か
に
山
讐

んが
、
狩
別
出
饗

}

渋
い
凋
子
て
モン
タ
ン
の
歌
を
唱
い
、
一

鹸
難
鑓
礁
燦
遣

 したこ
とも
あ
る
。

教会も壁で隔たれた。壁に沿って幾つも墓が見
える桑脱出。に失敗した人々だ。左の墓銘は「そ
れでも我々は兄弟である」。手前は西独の兵士。

上昇す る生活:費
39年度生活実態調査から

女 子 学生の1/4が 喫 煙

学
生
部
て
は
こ
の
ほ
と
昭
和
三
十
九

年
度
の学
生
生
活
実
態
調
査
の
結
果
を

パ
ン
フ
レ
ソト
と
し
て
発
表
し
た
。
こ

れ
は
紹
和
二
十
八
年
度
い
ら
い
毎
年
続

け
て
き
た
も
の
で
、
今
同
は
十
二
回
目

にあ
た
る
。
調
査
対
象
と
し
て
は
層
化

無
作
為
標
本法
に
よ
の
抽
出
し
た
大
学

院
焦
の四
分
の
「
学
部
男
.ナ学
生
の

士
一分
の
一、
及
び
字
部
双
子
学
生
の

全
員
と
な
って
お
り
、
こ
れ
は
冷
学
生

「数
の杓
[四
%
に
あ
た
り。
な
お
そ
の

回
収
蘂は
七
29
%
で
あ
ノた
。

調
査
結
果
の
'つち
堰
な
も
の
を
項
目

ごと
にあ
げ
る
と
訊
の
よ
.つに
な
る
。

▽出
身
旭
お
よ
び
家
庭
状
配

近
畿
全域
か
ら
の
出
身
看
は
圧
七
%

と
削勾
と
あ
ま
り
変
化
か
な
い
が
女
子

「羅
蝿
輔
綜
簸

 
と
圧
倒
的
に
多
く
、
弩
取
も

一
〇
〇
i

一
11
り
万
円
「の
禰
岬
(
銀

人
に
、
か
な
り

増
加
し
て
い
る
。

▽
字
頁
杁
配

学
資
は
目
冨、地
学
者
の月
平
均
額
が

バ
=
一三
円
て
前毎
よ
り
二
三%
増
、

自
宅
外
通
字
石
が
一七
、
一
ハ四
円

で
前
無
度
よ
り
一四
%
増
とな
って
い

る
。
特
に
H
陥
外通
学
者
では
=
二、

○
○
○
～
一九
、
○
O
O円
の支
出
額

が
令
体
の
ハ○
%
を
占
め
て
いる
。
こ

の
う
ち
自
七
11
報
、
い
わ
ゆる
「仕
送

り
」
は
目
毛
、週
字
者
で
三
、六
一〇

円
、
自
'L外
巡
字
占
で
=
一、四
二二

円
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
と
月額
学
貸

と
の
井
額
が
ア
ル
バ
イ
ト
、奨
学
金
な

ど
で
ま
か
な
わ
れ
る
わ
け
であ
る
。

▽
ア
ル
バ
イ
ト
状
況

全
体
の
入
四
%
の
学
生
が
な
んら
か
の

一形
て
ア
ル
バ
イ
ト
を
や
っ
て
お
り
、
こ

れ
は
前
年
と
変
ら
な
い
か
、
教
査
部
学

生
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
学
生
の

割
台
が
㍊
少
し
て
お
り
反
対
に
文
科系

専
門
蹄
の
争
生
の
制
合
か
増
加
し
て
い

る
と
い
つ規
縁
が
み
り
れ
る
。
允
足
及

と
し
て
は
約
半
数
が
な
か
な
か
適
当
な

ア
ル
バ
イ
ト
〕
が
み
つ
か
ら
な
い
と
い

って
い
る
状
態
て
A,
後
の
開
蜘
が
期
徳

さ
れ
る
。
ま
た
布
畷
職
種
と
し
て
は
約

八
五
%
が
嫁
腱
教
帥
を
廊
望
し
て
い

る
。
ア
ル
バ
イ
ト
で
得
る
月
収
は
四
〇

〇
〇
～
七
、
○
○
○
円
が
五
五
%
を
山

め
て
お
り
、
こ
れ
は
前
年
度
と
変
わ
ら

な
い
。

▽む
居
瓶
尻

自
己
迦鵠
吾
は
三
一%
、
下
徊
、
寮

アパ
ート
か
ら
の
通
掌
長
が
バ
三
%
と

欝
年
よ
り
増
川
し
て
い
る
。
禍
に
女
子

に
目
宅通
字
着
が
増
加
し
た
の
は
、
暴

阪地
区以
外
の
出
身
斉
の
増
加
の
た
め

と
み
bれ
る
。
一人
当
り
の
轡
数
て
は

三
貝
から
四
。h
貞
が
五
五
%
と
人
半

を
肖
め
て
い
る
が
、
部
屋
代
は
賄
な
し

で平
均
二七
七
一円
、
三
〇
〇
〇
円
以

上
か半
肢
以
上
を
山
め
て
い
る
が
、
教

}養
め亭
益
て
は
四
上
○
○
円
以
上
か上

O
%も
いる
のは
、
新
規
入
居
者
に
対

す
る
下
鰯料
の始
上
げ
が
夙
因
と
み
な

さ
れ
る
。
賄
つさ
て
は
八
〇
〇
〇
～
汕

.

.
・

・

宋
来を
拓
く
思
想
は
何
か
ー

抽
象芸
術
、
鴛
子
計
算
機
、

ピ
ュ
ロク
ラ
シ
ー
な
ど
、
興
昧
あ
るテ
薯
マ
に
光
を
あ
て
て

び

新
時代
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
精
神
活
動
の必
要
を
説
く
。

フランズ政府1985年グルーン

1985年 変鵠蝿 会
政鳴の委嘱によって結成された1985年
グループが、あらゆる角度から予測し
た20年後の人間と社会。英知が探りあてた

新しセ、世界像。30日発売¥480　
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●
現
代
日
本
の
第
一線
で
活
躍
中

の
学
者
・文
化
人
の仲
所
霞
話
専

門
・大
学
研
究
所瀦
団
体
名
を
収

録
し
た
唯
一
の実
用
日
記
他
満
戴

文
庫
判
型

2
5
0
円
(亭
共
)

平
和
と
民
主
主
義
の
た
め
の

活

動

日

籠

網

●
ポ
ケ
ッ
ト
型

1
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o
O
o崇

ほ
ぱ
平
均
と
許

恥
る
。
一

▽
文出
う
ち
わ
け
状
滉

食費
はだ
い
た
い
七
〇
〇
〇
～
九
九

九
〇円
が
お
も
て
、
こ
こ
数
勾
の
食
生

括
の
同上
か
う
か
が
わ
れ
る
。
昌
籍
貴

は
一〇
Q
O
円
～
三〇
〇
〇
円
と
い
っ

王
と
ころ
だ
が
、
尋
製

程
の
力
が
教

瓢

鰐

弱

触

馳

筏

虻

い
る
が
、享

で
依
飛

、
タ
バ
コ
代
皿

を
予
算
し
討
上
して
い
る
の
が
二
九
%

と
い
謹

、
京
妻

ナ婁

室

う
か
近
代性
と
い
う
の
か
、
ち
ょ
っと

仏
し
りれ
な
いく
ら
い
て
あ
る
。
×

▽
そ
の他

スポ
ーツ
を
す
る
程
貰
で
は
全
然
し
【

な
いも
のが
二七
%
も
お
り
、
前
41
よ
「

り
も少
して
は
あ
み
が
上
昇
し
て
い
る
「

の
奮

さ
れ
る
。
と
・
に
文
科
童

一門男
テよ
り
も
理
科
系
専
門
男
f
が
ス
}

ポ
ーツ
に
刈
し
て
積
極
削
で
あ
る
と
い
一

輪
臨渤鹸
肪墜
豚豊

に旅
打し
た
掌
生
は
ほ
ぼ
七
〇
%
て
あ

るが
、
旅
看
を
し
な
か
った
穿
生
が
前

年
より
も
一〇
%
増
加
し
て
い
る
の
が

ーー目
さ
れ
る
。

ま
た
パ
チ
ン
コ
、
淋
後
代
に
ノい
て
「　

は致
食部
学
生
で
「有
り
」
と
答
ん
た
　

斉
が減
,て
い
る
の
に
刈
し
、
輿
門
部

ヴ
生
に
増
加
かみ
ら
れ
る
。
映
圃
、
6
一

楽
会、
海
劇
代
に
っ
い
て
は
八
丘
%
が

予
算
に
司
上
し
て
お
り
、
月
額
も
田
鉢
一π

よ
り
二
虹%
増
の約
七
〇
〇
円
と
な
ノ

て
い
僥

}

互

Q8

果

満
き

つの
が
七
9

一%
ぐら
い
てあ
り
、
一。
o
o
果

満

一は
五
〇
%
を山
めて
い
る
。
こ
の
う
ち
一

}繋
鍵
聾
報
鋳
遣

江
口
朴
郎
・
岡
倉
古
志
郎
・蝋
山
芳
郎
監
修

四
六
判
・¥
85
0

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
を
ど
う
把
握
す
る

か
?

そ
の
研
究
の
目
的
・
姿
勢
・
方
法
を
ど
こ
に
お
く
か
。

転
回
期
に
立
つ
世
界
史
の
中
て
の
各
地
域
を
一
体
と
し
た
歴
史

叙
述
、
政
治
経
済
構
造
、
帝
国
主
義
と
植
民
地
問
題
等
の
全
体

的
把
握
と
と
も
に
、
各
国
別
の
現
代
臭
、
政
治
経
済
、
社
会
思

想
に
関
す
る
研
究
の
到
達
点
と
問
題
点
、
今
後
の
課
題
を
明
ら

か
に
関
す
る
、
わ
が
国
て
初
め
て
の
綜
合
的
研
究
入
門
書
!

宮
川

実
箸

恐

慌
そ
の
理
論
と
現
状

〔膏
木
新
書
〕
¥
2
8
0

現
在
の
日
本
経
済
を
お
お
う不
況
の
根
源
は
なに
か
l
ーマ
ル
ク
X
霊に戎経
済
理
識
の
皿
し
い

震

の
う
え
に
立
ち
、具
体
的
な
詣
現
象
の
なか
を
つ
ら
ぬ
い
て
作
用し
て
い
る
恐
慌
の
法
則

を
平易
に
説
明
し
、
こ
れら
を
資
本
王
義
の
全
般的
危
機
の
第
三
段
階
であ
る
日
本
の
歴
史
的

具
体的
な
諸
事
情
の
複
盆
的結
果
に
生
じ
た
も
のζ
して
と
ら
え
た
待
望
の書
き
下
ろ
し
。

真
田

是
著

」〔学
術
邉
8

¥
8
8
0

現
代
社
会
学
と
社
会
問
題

社
会問
題
の
研
究
は
政
治
的
・階
級
的イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
って
影
響
さ
れ
る
と
の
視
点
から
、

体
制強
化
を
目
的
と
す
る現
代
ア
メ
リ
カ
社
会
学
を中
心
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア現
代
社
会
論
の
批
判

震
開
し
つ
つ
、
社
会
運
動耗

会
悶
題
理
論
の実
賎
的
な
検
証
構
造
とし
て
と
ら
え
、
社
会

闇
題
理讃
の
本
質
と
そ
の
〈変
質
〉
を
追
求
し
て
、社
《
問
題
の
克
服
の
方
向を
探
ろ
う
と
す

る
マ
ルク
ス
主
義
社
会
学
の
新し
い
成
果
ー

現

代

修

正

主
義

と

は

な

に

か

榊¥刎舷
,

"

F

581
讐

O
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欝器鵬潟゚麗

1屠;
"闘翻2.躍

識器言3辮3課

巽崎 ≡1
鑓.鵬躍3浦

⊥
目韓
闘
争
の
中
岡
総
括
ー

十
一月
十
二
日
未
明
、
日韓
条約
は

議
長
発
議
と
い
う
前
例
の
な
い方
法
で

搬
堕
蓋
過
し
た
.
啓
畏

社
会
寛
の
ウ
ラ
を
か
い
て
う
まく
最
大

の
賑
関
を
突
破
し
π
と
い
うわ
け
であ

る
.し

か
し
、
僕
ら
は
く
じ
け
な
い、
可

能
性
を
求
め
て
最
後
ま
で
闘
いぬ
かね

ぱ
な
ら
な
い
。
以
下
、
僕
は
、闘
争
前

進
の
糧
に
資
U
て
い
た
だく
べく
、
闘

い馨

～い.

 〈市
塁
巌
看
と
日鵯
闘
■
〉

纂
自に
中
間
総
括す
べき
は
、権
藤

糊溝
γ

し

譜
"騨""°・髄器

翫

内
閣
の
姿
勢
に
つ
い
て
で
あ
る
。

僕
ら
は
、
こ
れ
を
単
に
〃佐
藤
的
政

治
'と
ξ
りえ
て
は
な
ら
な
い
。あ
の

強
引
な
方
法
は
、
支
配
圃
級
の
ゆ
き
づ

ま
り
そ
の
も
の
の
反
映
で
ある
。不
況

に
象
徴
さ
れ
る
現
下
の
危
機
は
、
政
府

自
民
莞
の
政
治
を
し
て
、
大
き
く
転換

さ
せ
つ
つ
あ
る
の
だ
。
政
府
自
民
覚
の

結
束
を
み
よ。
「冤
容
と
忍
耐
」
の時

代
は
τ
ぎ
た
。
⊥
慣
ら
は
、
こ
の
こと

を
ま
ず
認
戯
レ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
.

第
二
に
、
こ
の
日
韓
闘
争
にお
いて

市
民
主
鋤
者
が
童
場
レ
な
か
っ
た
こと

の
澱
味
を
中
聞
総
巽

け
れ
ぱ
なら

な
い.
一体
、
安
保
闘
争
に
お
い
て
は

な
はな
し
く
闘
争
の
一翼
を
に
な
っ
た

市
民
主
麟
者
・近
代
主
覇
看
が
ど
う
し

て
日
韓
斗
争
に
立
ち
あ
が
ら
な
か
っ
た

ミ
め
だ
ろ
う
か
?

僕
ら
は
、
宏
保
以
墜
田
氏主
義
者
の

一部
が
変
質
し
た
こ
と
を
み
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
清
水
幾
太
鄭
は
世
界
を
隠

級
矛
濡
に
お
い
て
で
は
な
く
国
察
凹
間

題
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
だ
と
表
明

し
、用
北
問
題
への
員
心
を
示
し
て
い

る
。
中
野
好
夫
ら
は
、
自
衛
隊
は
国
家

に
必
要
だ
と
し
て
、
賛
成
を
ブ
ツ
に
翌

っ
てい
る
.
桑
原
武
夫
は
、
万
国
博
の

起
草
麿
に
な
り
「国
力
」
示
威
に
加
わ

って
い
る
q

いわ
ぱ
、
繊
じ
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
翌
ズ

ム
への
「移
行
」
を
な
し
つ
つ
あ
る
の

だ
.
いや
℃
こ
れ
ら
突

々
は
、
も
と

も
と
ナシ
9ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
の

だ
.そ
れ
は
㌦
彼
ら
の
恩
懇
変
歴蓬
み

れ
ばわ
か
る
.
戦
時
下
、
日
本
帝
国
主

麟
の苦
境
に
あ
って
は
、
彼
ら
は
、
フ

ァ
シズ
ム
を
と
な
え
た
.
そ
し
て
載

后
、米
ソ
の
谷
聞
で
は
背
の
び
し
て
も

無
理だ
と
い
う
わけ
で
、
細
対
平
和
、

非
武
装
を
主
張
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
日

本
の
「国
力
」
が
「充
笑
」
す
る
と
国

家
主鋳
的
(ナ
シ
ョナ
ル
な
)
視
慮
か

ら
それ
を
ふ
ま
え
て
新
た
な
う
ご
き
を

し
は
じ
め
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
だ

か
.そ

れ
は
、
市
民
主
義、
近
代
主
義
そ

の
も
の
に
由
釆し
て
いる
の
で
あ
る
.

こ
の
こ
と
は諮
帝国
主
繭
下
の
甫
民
主

鶉
看
の
現
笑を
み
れ
ば
一層
明
ら
か
で

あ
る
.彼
ら
は
、
市
民
社
会
の
翠

穏
」
にダ
眠
を
む
さ
ぼ
り
、
自
国
支
配

者
の
帝国
主鶉
的膨
張
を
勲
認
し
て
い

る
.
(ただ
、帝
国
韮
義
的
膨
膜
が
反

動
と暴
力と
し
て
バネ
返
つて
と
た
と

き
に
の
み函
内
平
和
を
お
か
し
た
り
℃

あ
る
いは
披
ら
は
、
立
ち
あ
が
て
っい

る
だ
け
であ
る)
す
な
わ
ち
、
市
民
主

え
な
い
の
で
あ
る
.

〈既
成
左
麗
と
日
韓
闘
■
〉

日
韓
闘
争
の
中
間
総
拮
の第
三
と
し

て
、
僕
ら
は
、
日
本
共
産覧
の
旦
騨
闘

争
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
、
篤
一に
そ
の
日
韓
条約
の位

置
づ
け
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
こ
れを
米

帝
の
陰
謀
と
み
な
し
て
い
る
.し
か
し

か
か
る
主
張
は
、
単
に
日
本
の帝
国
主

義
的
膨
脹
を
バ
ク
ロ
し
て
い
な
い
と
い

う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
笑
践
的
には

日
本
帝
国
主
麟
を
免
罪
す
る
と
い
う
簾

動
的
な
役
割
を
果
し
て
い
る
の
で
あ

か
った
。
彼
ら
は
、
ど
う
闘
う
か
で
は

な
く
、何
人
で
集
会
を
や
る
か
(「
一

万
人
集
会」
「
二万
人
集
会
」
等
々
)

し
か
述
べな
い
。
集
会
で
は
「大
衆
」

を
「鼓
舞
」し
「乗
気
」
づ
け
る
た
め

の藁
畔
れ
い
句
が
な
ら
べ
ら
れ
る
。
…

こ
ち
ら
は
、
方
針
を
も
と
め
て
い
る
の

に
「団
結
」
を
と
く
(こ
れ
は
論
点
移

動
だ
/
)
こ
れ
こ
そ
虚
偽
の
運
勤
で
な

く
て
な
んで
あ
ろ
う
。

東
大
で
も
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
闘
い
を

組
織
し
た
ろ
う
か
?

風
襲
急を
つげ
た
十
一月
上
旬
に
お

か
ら
、
疲
ら
にと
って
は
、
す
で
に
日

韓
条
約
は
「悪
」
で
は
な
く
な
って
い

る
の
で
あ
る
。
これ
が
、
か
つて
の
擬

似
市
民
主
義
者が
、
日
韓
闘
争
に
決
起

しな
か
った
所
以
で
あ
る
。

(彼
ら

は
、
日
本
帝
国主
義
の
昔
境
の
中
で
跨

び
フ
ァ
シ
ス
ト
に回
帰
す
る
だ
ろ
う
)

と
ころ
で、
市
民
主
麟
者
の
中
に
は
、

こ
の
擬
似市
民
主
義
者
の
他
に
も
う
一

つ
のグ
ル
ープ
があ
る
。
丸
山
寓
男
と

か
、大
塚久
雄
等
、
戦
離
か
ら
の
一貫

し
た
市民
主
義
者達
で
あ
る
.

こ
れ
らの
人

は々
、
な
せ
、
日
韓
闘

争
に登
場
bえ
な
か
った
の
で
あ
ろ
う

鶉
の
階
級
的
視
点
の
欠
除
は
、
帝國
主

義
の
免
罪
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
であ

る
。
日
本
の
翼
性
市
民
主
義
者
の現
状

況
も
ま
た
こ
の
こ
と
奮
示
し
て
い
る
。

以
上
、
日
韓
闘
争
の
現
在
迄
の
経
綿

は
、
擬
似
市
民
主
麟
者
の
ナシ
ョナ
リ

ズ
ム
的
柱
格
と
、
真
性
市
民
主
麟
者
の

競
帝
的
性
格
を
、
か
い
ま
明
ら
か
にし

た
の
で
あ
る
.

ま
こ
とに
、
旦
脚
闘
争
の
織
膨
的な

展
開
と
指
導
は
、
階
級
的
視
滋
にお
い

て
世
界
を
と
ら
え
、
噺
目主
繭
的膨
隈

の
帰
績
を
予
見
し
、
い
わ
は、
状
況
を

先
販
で
き
る
部
分
に
お
い
て
レ
かな
し

る
.第

二に
、
彼
ら
は
あ
ら
か
じ
め
闘
い

を
領
ぷ
み
し
、
そ
こ
か
ら
ペ
ー
ス
を
逆

算
し
、
あ
と
は
、
覚
拡
大
に
全
力
を
あ

げ
る
。
つま
り
、
闘
争
を
篁
員
か
く
得

の草
かり
場
と
し
か
み
て
い
な
い
の
で

あ
る
。そ
の
轡
禾、
闘
争
は
い
つ
も
な

お
ざ
り
に
さ
れ
る
。
(勿
諭
、
僕
は
彼

ら
の党
払
大
運
動
そ
の
も
の
は香
定
し

な
い
、
し
か
し
覧
拡
大
の
闘
争
の
推
進

を
転
倒
し
て
は
な
ら
な
い
.
)

日
韓
闘
争
で
も
、
彼
ら
は
集
会
-
行

列
の
円
環
運
勘
を
繰
返
す
だ
け
で
、
日

韓
粉
砕
を
追
求
す
る
姿
勢
な
ど
毛
頭
な

て
も
、彼
ら
は
腰
を
あ
げ
ず
、
そ
し
て

日韓
特別
委
で
の
強
行
採
決
後
よ
う
や

く
腰
を
あ
げた
も
の
の
、
「ス
ト
榴
を

確
立
しよ
う
」
(総
評
の
ダ
ラ
幹
で
も

ス
ト楢
の確
立
1
こ
れ
は
、
や
る
か
も

知
れ
な
いと
いう
こ
と
に
し
か
す
ぎ
な

い
ー
ぐら
いの
こ
と
ほ
す
る
前
か
ら
う

ち
出し
て
いる
)
と
か
「抗
議
の
ハガ

キ
を出
"㌻
つ」
と
全
く
生
半
可
な
姿
勢

であ
り
、
十
二日
の
強
行
撮
決
後
も
地

域
集
会で
お
茶
を
に
ご
し
た
り
(文
学

部
学生
大
会
で
は
、
彼
ら
の
方
針
は
、

五
3八
〇
で
否
決
さ
れ
兀
)
東
京
派
遺

も
十
三日
夜
に
や
っと
行
な
った
り
、

十
四
日
ご
ろ
か
ら
街
頭
暑
各
に
ょ
う
や

く
出
る
等
、
闘
う
姿
勢
な
ど
ど
こ
にも

な
か
っ
た
。
い
や
、
こ
れ
で
も彼
らは

「示
威
」
ぐ
ら
い
は
行
な
うた
つも
り

ら
し
い
が
、
こ
れ
は
「示
威
」
で
はな

く
「自
慰
」
で
あ
ろ
う
.そ
れ
に、
そ

も
そ
も
、
あ
の
決
定
的
な
時点
にお
い

て
、
彼
ら
は
一方
で
は
全
国的
に
「全

国
青
年
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
」
(十
一月
十

四
日
)
の
宣
伝
を
行
な
っ
て
いた
ので

あ
る
。
こ
の
聞
、
か
か
るウ
ソ
の運
勧

に
対
し
て
早
大
、
教
育
大
、法
政大
の

学
生
党
員
が
反
発
し
、
除
名
さ
れた
。

鯖
三
に
、
僕
ら
は
、
彼
ら
の
「七
〇

年
階
級
決
戦
」
齢
に
つ
い
て
み
な
けれ

ば
な
ら
な
い
。

今
、
仮
り
に
「七
〇
ヰ
決
戦
」
な
る

も
の
を
播
足
し
て
み
て
も
そ
れは
、決

し
て
闘
い
を
な
お
ざ
り
に
し
て党
拡
大

に
う
つつ
を
ぬ
か
す
こ
と
では
な
いと

思
う
.
な
ぜ
な
ら
、
「決
戦
」
に
至る

一連
の
過
程
で
僕
ら
民
衆
が
ど
れだ
け

き
た
え
ら
れ
、
隊
列
を
強
め
て
いる
か

と
い
う
こ
と
こ
そ
璽
嬰
な
の
だ
から
。

組
織
が
い
か
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
ても
、

共
に
闘
う
民
衆
が
、
訓
線
さ
れ
て
いな

い
な
ら
は
、
ダ
メ
な
の
であ
る
。
これ

は
、
最
近
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア共
産
党
の

敗
北
に
お
い
て
も
示
さ
れ
て
いる
こと

だ
。
憐
ら
は
、
日
韓
闘
争
を
サボ
タ
邑

ジ
晶し
て
い
る
彼
ら
に
こ
のよ
う
な
指

摘
を
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

第
四
に
「五
者
共
闘
」
な
る
も
のに

対
し
て
一言
ふ
れ
よ
う
。

一体
、
五
者
共
闘
と
い
っ
ても
、
四

者
は
単
な
るメ
ッセ
ージ
麗
で
は
な
い

か
、
闘
う
方針
と姿
勢
を
も
た
な
い
彼

らは
と
に
かく
メ
ッセ
ー
ジ
i
屡
を
た

く
さ
んな
ら
べな
いと
格
妊
が
つか
な

い
のだ
ろ
う
か
、
い
い
加
減
に
イ
ン
チ

キ
共
闘
を
や
め
な
い
と
學
友
か
ら
見
は

な
され
る
で
あ
ろ
う
。
と
に
か
く
、
大

穿
院及
び
生
協
、
職
組
の
中
央
を
に
ぎ

って
い
る
寛
員
諸
君
よ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

よ
み
も
よ
か
ろ
う
が
、
も
う
少
レ、
諸

君
の
「現
場
」
で
闘
い
を
組
織
し
て
ほ

し
い
も
の
で
あ
る
。

共
闘
は
、
ま
ず
各
主
体
(組
織
)

が
、そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
最
大
限
闘
う

と
いう
こ
と
を
前
提
条
件
に
し
て
い
る

こ
と
を
憲
れ
て
は
な
ら
な
い
。

と
ま
れ
、
臼
雌
闘
争
に
お
け
る
共
産

覚
(及
び
、
そ
れ
に
指
導
さ
れ
る
民
麗

・統
一派
)
の
中
間
総
抽
と
し
て
上
記

の諸
点
を
提
起
し
て
お
こ
う
。

さ
て
、
日
韓
闘
争
の
中
聞
総
括
第
四

と
し
て
、
十
一月
±
管
の
「暴
挙
」

に
つい
て
ふ
れ
よ
う
。
社
共
を
と
わ
ず

反
体
制
側
は
、
佐
藤
の
「暴
挙
」
を
非

難
し
「議
会
主
麟
の
擁
護
」
と
か
「民

主
主
義
を
守
れ
」
と
か
主
彊
し
て
い

る
。
し
か
し
.思
う
に
、
か
か
る
主
張

は
匠
原
ら
のむ
し
ろ
思
う
ツ
ボ
で
は
な

か
ろ
う
か
.

支
田
省
た
ち
は
強
行
突
破
す
る
に

は
、
あ
のよ
う
に
暴
挙
と
い
う
社
会
的

波
紋
を
投
ぜ
さ
せ
ざ
る
を
し
な
か
っ
た

ので
あ
る
が
、
一且
、
社
会
は
波
紋
を

投
じ
た
後
は
、
彼
ら
は
、
そ
の
波
紋
が

静
ま
る
こ
と
を
希
って
い
る
。
議
会
制

耀醗
囎
講
鰯
「

れ
」
と
か
「議会
主
義
の破
壊
を
許
さ

な
い
」
な
ん
て
欝
う
こ
と
は
、
む
し

ろ
、
左
か
ら
秩
序
回復
に
手
助
け
し
て

い
る
こ
と
な
の
だ
。僕
ら
は
支
配
奢
だ

ち
が
投じ
た波
紋
を
、
む
し
ろ
、
僕
ら

の
憤
激
の
う
ねり
と
し
て
寄
せ
返
さ
ね

ぱ
な
ら
な
い
。暴
挙
に
は
、
契
力
で
/

こ
れ
こ
そ民
主
主
義
だ
。
膏
年
労
働
者

や
学
生
が行
な
って
い
る
国
会
前
ス
ワ

U込
み
を更
に拡
大
し
、
生
産
点
で
も

最
大
限
の闘
いを
組
ん
で
い
く
こ
と
な

の
だ
.

社
共
の
よ
う
にこ
のよ
う
な
原
則
を

わ
す
れ
、秩
序回
復
の要
求
を
し
て
み

た
り
、安
易
に園
会
解
散
を
主
彊
し
た

り
す
るヤ
リ
方
には
、
僕
ら
は
ど
う
も

シ
ソ
ク
リ
レ
な
い。

×

×

以
上
僕は
、大
き
く
四
点
に
わ
た
る

中
聞
総
拮
を
提
起し
た
が
、
と
り
わ
け

　

第
四
の
点
を
ふま
え
、
僕
ら
は
残
さ
れ

た
日
々
全
力を
あ
げ
て
日
韓
粉
碑
闘
争

を
推
進
し
ょ
う
。し
かも
政
府
臼
民
党

の
攻
勢は
物価
図
(国
鉄
運
質
値
上
げ

今
臨
時
国会
で決
定
)
か
ら
も
な
さ
れ

て
い
る
.日
韓
粉砕
、
遣
質
鎮
よ
げ
阻

止
の
ス
ロ
ーガ
ン
のも
と
、
今
臨
時
国

会
と全
凹
的
に対
決
し
ょう
.
反
戦
貨

年
委員
会
を
強化
し
、
闘
う
労
働
者
学

生
の
運
篇
を深
めよ
う
。

(珊
三
同生
。府
学
逼
委
員
憂
)

ボ サ

占ル弓ト
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璽
最
補
の
戴+
ぺ

ー
ジ
で
、
わ
たし

は
い
さ
ぎよ
く
書

物
を
床
にた
た
き

つ
け
る
べき
で
あ

う
た
。批
判
の最

蕎
の形
式
は沈
黙

で
あ
り
、
一冊
の
書
物
に
た
いす
る
、

一人
の
蕾
者
に
た
いす
る、
最
高
の
挑

剃
形
式
は
「読
轡
の中
絶
」
に
あ
る
か

ら
だ
.
書
評
の
義
務
にせ
ま
ら
れ
、
自

ら
に
菅
役
を
課
す
る思
いで
、
続
み
つ

づ
け
、
上
・下
二
巻
、手
買
近
い
大
作

に
目
を
と
照
レた
あ
と
㍗い
ま
わ
た
し

は
南
自
ら
招
い
た
優柔
不
断
の
代
償
と

し
て

不
壇
捻
皿
労
働
の
あ
と
に
っ

き
轟

悔
と
、
い
いよ
う
の
な
い

腹
だ
た
し
さ
に
向
い合
わ
さ
れ
て
い
る

わ
た
し
に
残
さ
れた
も
の
と
し
て
は
、

囎醸

謙

蛎

る
だ
け
であ
る
。

ボ
ー
ヴ
ォワ
ール
の
自
叙
伝
「或
る

戦
後
」
には
、
題
名
が
示
す
と
お
り
、

時
期
的
には
第
二
次
大
戦
腹
後
か
ら
ア

ル
ジ
ェリ
ア戦
争
の
終
り
ま
で
、
即
ち

パリ
解放
、
戦
犯
同
題
、
掬
た
い
鞍
争

芸

ール
舅

ど
埜
誘
に
も
政

治
的
に壽
妻
墾
萎

覆
雑

な
鱒代
が取
扱
わ
れ
て
い
る
.
醤
賓
個

人
の歴
更
と
レ
て
見
れ
ば
、
前
作
「女

ざ
か
り
」
の
最
凄

だ
ほ
と
ん
ど

無
蚤
であ
った
彼
女
が
、
サ
ル
ト
ル
と

と
も壕

一嬰

ヲ
ス
舞

の
路
線
を
絶
対
化

模
範
生
の
身
上
報
告
書

滅
人
と
な
り
、
実
存
主
襲
が
世
界
的
な

脚
光
を
浴
ぴ
る
、
攣
や
か
な
活
動
期
が

描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
聞に
、
カ
ミ
ュ

ケ
ス
ト
ラ
㍉

ジ
ュネ
、
ジ
ュ
喜ヴ
ェ

メ
ル
ロ
ー
・ボ
ン
穿

、
ヘ
ミ
ンゲ
サ

ニイ
ーリ
チ
ャ
董
ド
ニそ

、ネ
ル

ソ
ン
・ア
ル
グ
レ
ン
、
ヴ
ィ
ット
リ
ー

二
な
ど
、
国
際
的
顔
ぶ
れ
にわ
た
る
、

蟹
名
作
家
、
芸
術
家
、
政
治家
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
が
次
ぎ
つ
ぎと
童
場
し
、

さ
ら
に
舞
台
は
、
アメ
ヨカ
、
ド
イ
ツ

ス
ペ
イ
ン
、
モ
ロ
ッ
コ
、ア
フ
リ
カ
、

南
欧
、
北
欧
と
、
め
ま
ぐ
る
し
く
麗

閣腎
る
。
衰
面
的
に
は
、い
ち
お
う
、

時
代
的
広
が
り
と
、
空聞
的
畏
行
き
を

兼
ね
儒
え
た
、
戦
後
ヨ
ーロ
ッパ
社
会

の
壮
大
パ
Z
フ
マ
の
外槻
を
呈
し
て
い

る
。
全
巻
の
中
程
に揮
入
さ
れ
た
「聞

奏
曲
」
部
会
で
(長簾
シ
ネ
ラ
マ映
闘

の
中
聞
休
憩
を
わた
し
は
遅
想
さ
骨ら

れ
た
)
、
蟹
省
は
こ
の作
品
の
意
図
と

手
法
に
か
ん
し
て
、自
邑
省
寮
ふ
う
の

試
み
を
行
な
っ
て
い
る.
(
…

世

昇
を
知
る
、
と
い
う
私
の計
国
は
、
撹

界
を
表
現
す
る
と
い
う計
凶
と
密
接
に

結
び
つ
い
て
い
る
から
であ
る
.
私
の

好
奇
心
は
着
い
頃
ほど
野
蛮
で
な
く
な

っ
た
け
れ
ど
、欲
張
り
な点
は
ほ
と
ん

ど
変
っ
て
いな
い
。人
は
、
「こ
れ
で

も
う
知
ら
な
い
こ
とは
港
い
」
と
い
う

こ
と
は
決し
てな
いの
だ
か
ら
、
「こ

れ
以
上
学
ぶ
こ
と
はな
い
」
と
い
う
こ

と
も
決
し
てな
いの
で
あ
る
.
V
(邦

駅
二
九
七
買
)た
レ
かに
そ
の
と
お
り

で
あ
り
、
こ
の言
彙
に
か
ん
ず
る
か
ぎ

り
は
、異
餓
をさ
し
は
さ
む
余
地
は
な

い
.
だが
、実
際
に
わ
た
し
た
ち
の
前

に差
し
出
さ
れた
も
の
は
ど
う
で
あ
ろ

う
?彼
女
が
描
き
だ
す
「算

」
の
「

事
物
」は
、
な
んと
平
板
で
、
ウ
ス
ッ

ペラ
であ
る
こ
と
か
。
(訳
者
の
「あ

と
がき
」
に
よ
れ
ぱ
、
こ
の
作
品
の
原

題
は
颪
駅
す
れ
ぱ
「事
物
の
力
」
で
あ

り
、
個
人の
整
心に
関
係
な
く
働
く
外

的
な
事
物
を
意
陳
し
て
い
る
そ
う
だ

し_"開 墓
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が
.
)
そ
こ
に
は
真
正
な
意
味
で
の
、

な
ん
ら
の
発
見
も
見
出
さ
れ
な
い
。
風

最
は
書
き
割
り
程
度
の
単
純
さ
に
還
元

さ
れ
馬
曹
者
の
領
察
と
思
解
は
社
会
科

の
教
科
書
程
度
で
雛
愈
性
と
圃
一性
の

域
を
こ
え
て
い
な
い
.
灼
熱
の
果
て
し

い
な
ア
フ
リ
カ
砂
湊
は
エ
ヰ
ゾ
チ
ッ
ク

な
墜
岡を
点
出
U
、
ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ
の

入
江
は
神
秘
的
で
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
水

を
た
た
え
、
貧
乏
人
は
お
し
な
べ
て不

幸
で
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
は
総
じ
て
嵐劣
漢

(サ
ロ
聖
)
で
、
抵
抗
運
動
家
は英
雄

で
、
協
力
派
は
フ
ァ
シ
ス
ト
で、
仲
返

い
レ
に
、
す
な
わ
ち
ワル
ト
ル
鱒ボ
ー

ヴ
貯
ワ
ー
ル
路
線
か
ら
薩
脱
レ
π旧
友

は
、
い
っ
き
ょ
う
「反
動化
」
の烙
印

を
お
し
つ
け
ら
れ
る
(カミ
ュ、
ケ
ス

ト
ラ
ー
、
シ
ロ
ー
ネ
、
ル
ー
セル
の場

倉

。
こ
う
し
た
単
純
化
へ
の志
向
は
、
ほ

と
ん
ど
随
所
に
う
か
が
い見
る
こと
が

で
き
る
。
も
っ
と
も
端
的
に
示
され
て

い
る
の
は
、
対
独
協
力
戦
犯
作
家
ロベ

ー
ル
・ブ
ラ
ジ
ラ
ッ
ク
の
死
刑判
決
に

さ
い
し
て
の
℃
響
者
の
反
応
で
ある
。

「・葦
…彼
は
告
発
者
た
ち
を平
然と
見

ロロココ　コロロロロ　

瞬

°゚

リニ
さ
ぎ
コ　ヨ

焦

る
こ
と
が
で
き
る
。
フ
ァ
シ
スト
を
た

ん
に
一個
の
「他
脅
」
自ら
と全
く別

個
な
人
租
、
一糎
の
怪
物的
。非
人
閥

的
存
在
と
し
で
片
付
けさ
る
、自
己
別

格
化
の
精
神
(こ
れ
は
「恐
る
べき
も

の
」
に
目
を
つ
む
る
、硬
化し
た
遮
断

獲
押の
護
返
さ
れ
た
一面
とも
考
え
ら

れ
る
)
、
そ
う
し
た
も
の
から
は
わ
た

レ
兀
ち
は
創
遣
的
思
爵
を
な
に
ひと
つ

期
待
で
き
な
い
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の対

返
し
、判
決
がく
だ
った
と
き
も
身
し

ろ
ぎ
ひ
と
つレ
なか
った
.
」
プ
ラ
ジ

ラ
ック
の潔
よ
い
末
騒
を報
道
記
者
風

の
無骸
動さ
で
記
録
レ
た
あ
と
、
即
農

に彼
女は
こ
う
断
蟹
す
る
。
「私
の
眼

には
、
こ
の
勇
気
は
汚
名
を
そ
そ
ぐ
効

つ
い
て
お
り
、
随
所
に
世俗
的
名
声
へ
}

果
など
ま
った
く
な
か
った
。
自
己
の

の
顕確
の
か
たち
で現
わ
れ
る
(と
き

行
為
よ
り
も
死
に
方
を
重
ん
ず
る
の
は

と
し
て
こ
れは
、
笑
感
のと
も
な
わ
ぬ

プア
シ
ス
ト
の
常
な
の
だ
」
こ
の
嫁
所

世
俗
無
視
的
空
曾
のか
た
ち
を
と
る
こ

を
読
み
終
え
た
と
き
、
わ
た
し
は
唖
然

とも
あ
る
。そ
の結
果
彼
女
の
自
伝
は

と
な
り
、
こ
の
言
業
の
発
言
者
に
た
い

スキ
ャン
ダ
ル
の
欠
如
し
た
、
模
暫
生
一

し
て
決
定
的
奏

¥

味
わ
ず
に
は
お

の
身
圭
告
蛮

の色
あ
せ
た
ジ

契

れ
な
か
った
.
ブ
ラ
ジ
ラ
ッ
ク
を
も
含
ジ
ョワ
的
な
(皮
肉
に
も
彼
女
の
毛
嫌

む
対
独
対
力
作
家
の
戦
犯
問
題
の
複
雑

いす
る
)
性
絡
の
も
の
に
仕
V
て
て
い

性
に
つ
い
て
は
わ
た
し
は
以
前に
も
こ
る
。

留
繋
㎎
籟
罐
難
聾
驚
誹
鍛
吻墾
[

譲
難
辮
剛叢
識
難
難

応
的
な
概
念
操
作
が
あ
る
だ
け
些

こ
し
た
は
ず
の
自
叙
伝
の
猷
み
は
、
一滴

こ
で
も
ま
た
、
さ
き
ほ
ど
指
適
し
た
皮

の血
も
流
さ
ぬ
、
お
上
品
な
目
己
弁
明

相
な
現
契
認
識
を
、
は
な
は
だ
哲
学
者

に堕
し
てし
ま
った
.
(紀
伊
国
屋
書

ら
し
か
ら
ぬ
(ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
は
哲
庸
・B
六判
・上
巻
三
五
〇
頁
・下
巻
・

学
者
の
は
ず
で
は
な
か
っ
た
の
か
)
非

三九
六頁
・五
三
〇
円
。五
八
〇
円
)

弁
誌
法
的
思
考
形
式
を
、
う
か
が
い
見
'
(京
大
教
養
部
助
教
撲
)

は
、
主
槻
的
、
あ
る
い
は
主
体
的
で、

総
合
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
駄
目で

あ
り
「
あ
る
が
ま
ま
の
も
の
をあ
る
が

ま
ま
に
み
と
め
、
物
を
ね
ぱ
り
強く
分

析
し
て
ゆ
く
こ
と
が
真
の
哲
学
の
糟
楴

で
あ
る
と
い
う
の
が
、
山
内
教
授
の
主

張
で
あ
った
。
山
〆
暮
授
の
こ
の
主
張

は
N
主
に
ボ
ハツ
ア
ノ
か
ら
ブ
レ
ン
タ

ー
を
へて
フ
ッ
セ
ル
に
至
る
ド
ィ
ッ
客

槻
主
礫
哲
学
の
伝
統
に
立
ち
、
教授
は

決
窪
と
し
涯
、
対
蓋

せ
ず
÷

た
蒼

魏

主
棲

だ
とか
、

っ
め
る
。
止
揚
を
通
し
て
の
超
克以
外

絶
対
無
だ
と
か
、
媒
介
の
融
理
だ
とか

にはあ・えないであ零

享

ソ曹

に、愚劣奎
蒙

ボ娼
鶉

麺

羅

羅

嚢

警

聰

賠
磁
"騒

新
し
い
方
法
論

"
入
門

E・7ッ サー」曙

現象学 の理念

い
つ
か
作家
、

高
橋和
己と
話

しを
し
元時
、

彼
は
こ
のよ
う

に藷
った
。
「

私
は
フ
ッセ
ル

の彰
響
を
受
け

た
の
で
す
。
京
大
在掌
時
代
.專
攻
の

中
国
文攣
を
掌
ぷと
共
に
、
三
宅
剛
一

晶騒
皿の
ゼ
ミ
でフ
ッセ
ル
を
鏡
ん
だ
の

書

"rと
し
て
最
適

梅

で
す
。
」
高
橋
和
己
の
小
説
の
、
類
稀

れ
な
深
遠
さ
と
重
厚
さ
と
難
解
さ
、
私

は
そ
れ
ら
の
特
性
が
専
ら
、
中
国
文
学

か
ら
の
影
響
か
ら
来
た
の
だ
と
思
っ
て

い
た
が
、
フ
ッ
セ
ル
か
ら
も
米
た
の
で

あ
る
。
そ
う
い
え
ぱ
、
彼
の
小
説
の
ね

ば
り
強
い
人
聞
の
意
識
の
分
析
と
、
観

念
的
な
巨
大
な
体
系
へ
の
陶
酔
も
、ど

こ
か
フ
ッ
セ
ル
的
で
あ
る
。フ
ッ
セ
ル

は
-
三
昭
教
授
の
ゼ
ミ
を
通U
て、
中

原

猛

国
文
掌の
知
識
と
結
合
U
、
こ
こ
に
高

「橋
和己
な
る
一人
の
作
家
を
生
ん
だ
と

い
って
よ
いか
も
し
れ
な
い
。

西
田
、
田
辺
教
授
が
去
って
か
ら
、

戦
後
、
京
大
の
哲
学
科
は
、
二
人
の
フ

ッセ
リ
ア
ン
を
主
任
教
授
と
し
て
迎
λ

た
の
で
あ
る
.
山
内
得
立
教
授
と
三
宅

剛
一教
授
.
山
内
教
授
が
、
主
に
私
達

教
授
の
罪
張
は
、
ほ
と
んど
す
べて
の

学
生
に
理
解
さ
れ
な
か
った
が、
私
は

教
授
の
「客
観
性
と
分
せき
」
の精
神

一の
重
視
に
、
む
し
ろ
主
体
的感
激
を
覚

え
た
数
少
い
学
生
の
一人
であ
った
.

山
内
教
投
の
後
継
者
であ
る
三宅
剛

一教
授
と
山内
教
投
以
上
の熱
心
な
フ

ッ
セ
リ
ア
ン
で
あ
った
。教
授
は
ゼ
ミ

に
「純
粋
現
象
掌
と
現象
学
的
哲
学
へ

の
理
念
」
、俗
にわ
れ
わ
れ
の
イ
デ
ー

ン
と
い
っ
て
いる
本
を
、
繰
返
し
使
っ

た
.
三
宅
教授
の日
頃
の
主
張
は
飴
理

の
カ
フク
リ
を
止
め
よ
と
いう
こ
と
で

あ
った
.西
田
、
田
辺
博
士
の
立
場
は

教
授
に
と
って
頭
で
こ
し
ら
え
ら
れ

た
馳
理
であ
った
.
蟷
で
飴
理
を
こ
し

ら
え
て、
物
を
ゆ
が
め
て
見
ず
に
、、物

を
物
そ
のも
のと
し
て
見
よ
。
三
宅
教

授
は
、
思
弁哲
学
の
上
か
ら
の
態
度
を

し
り
ぞ
け
て、
下
か
ら
の
態
度
、
経
験

質
祝
を
強
縄
され
る
が
、
こ
の
経
験
と

い
う
の
は
、
勿
論、
笑証
主
義
の
厭
味

の
経
験
で
は
な
く.
フ
ッセ
ル
的
な
意

識
内
在
的
な
経
験
であ
った
。
三
宅
教

援
は
突だ
フ
ソ
セ
ル
的
な
エ
ボ
ケ
ー

(判
断
中
止
)
の
態
皮を
、
人
生
の
態

度
と
し
て
愛
し
て
いら
れ
た
.
当
時
私

は
三
宅
激浸
の
フ
ッ
セ
ル
のゼ
ミ
に
出

る
よ
り
、
す
べ
て
の
生き
生
き
レ
兀情

熱
が
}種
の
空
し
い
醤劇
に化
し
て
し

ほ

つよ
う
な
蓑

の
エポ
ケ
ー
的
人
生

態
皮
に
よ
っ
て
見ら
れた
人間
観
察
を

聞
く
の
を
何
よ
り
の楽
し
み
と
し
て
い

た
。教授

は
、
現象
学は
使
りね
は
駄
目

一だ
と
いわ
れ
た
.何
故
な
ら
、
現
象
学

一は
一っ
の哲
学
の
方
法
で
あ
る
。
暫
学

析
す
る
。
た
と
え
ば
、
フ
ッ
セ
ル
か
ら

出
た
M
・シ
ェー
ラ
ー
が
薮
恥
の
分
析

を
し
、
ハイ
デ
ッ
ガ
ー
が
不
安
の
分
析

を
し
た
よ
う
に
、
現
象
学
は
そ
れ
を
使

って
豹
しい
経
験
の
領
域
を
開
明
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
私
は
こ
の
三
宅
教
授

の主
張
に
大
賛
成
で
あ
り
、
日
本
で
は

現象
学
を使
った
独
劃
的
哲
学
は
、
九

鬼周
造
氏
の
「い
き
の
構
遣
」
ぐ
ら
い

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
が
、
後
に

私
は
人
が
「笑
い
の
哲
学
」
と
よ
ん
だ

笑
いの
研
究
に
入
った
の
も
、
こ
の
三

宅教
授
の
サ
ゼ
ソシ
ョン
に
よ
る
も
の

で
あ
った
。

フ
ッセ
ル
の
現
象
学
は
、
一つ
の
新

ら
し
い
方
法
飴
で
あ
る
.
そ
れ
は
一切

の
も
の
を
意
餓
に
還
元
し
、
そ
の
先
験

的
憲
識
の
構
造
を
間
う
と
い
う
方
法
で

あ
る
。
ね
ば
り
強
い
先
験
的
意
議
構
造

の
分
析
、
お
そ
ら
く
、
そ
れ
は
一切
を

物
質
に
還
元
す
る
唯
物
跳
も
、
一切
を

科
学
的
経
験
に
還
元
す
る
馨
融
主
欄
と

も
ち
が
った
新
し
い
も
の
の
見
労
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な方
法
の影
響
の
下
に

初
め
て
実
存
主
義
の哲
学
が
成
立
し
て

来
た
の
で
あ
る
。
い
かに
ハイ
デ
ッガ

ー
が
、
い
か
に
カ
ル
ペル
ス
が
、
い
か

に
サ
窄

ル
が
フ
ッセ
ル
の
現
象
学
に

影
響
を
受
け
た
の
か
。彼
等
は
、
い
ず

れ
も
空
疎
な
議論
にふ
け
る
よ
り
、
こ

の
人
聞
の
内
面
的な
存
在
を
、
現
象
学

的
方
法
に
よ
う
て深
く
見
入
って
、
ね

ば
り
強
い
分
析
を践
み
た
思
想
家
で
あ

っ
た
.
私
は
も
し
マ
ルク
ス
主
義
の
方

法
齢
が
弁
紐
法
であ
る
と
す
れ
は
、
実

存
主
義
の
方法
論は
現象
学
で
あ
り
、

マ
ル
ク
ス
主
襲を
研
究
す
る
た
め
に
は

や
は
り
近
代
的
弁
趾
法
の
創
始
者
で

あ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
を勉
強レ
なけ
れ
ば
な

ら
ぬ
よ
う
に、
実存
主
義
を
深
く
研
究

す
る
た
め
に
は
現象
学
の
創
始
者
で
あ

る
フ
ソ
セ
ル
の研
究
に
到
ら
ね
ぱ
な
ら

な
い
こ
と
を
確
信し
て
い
る
。

今
、着
き
学
究
立
松
弘
孝
氏
に
よ
り

フ
ヅ
セ
ル
の講
義
で
あ
る
「現
象
学
の

理
怠
」
が
駅さ
れ
た
が
、
原
習
は
現
象

学
の
入
門
書
と
し
て
、
適
当
で
あ
る
上

に
、
又
松
氏
の
解
説
と
駐
は
、
詳
細
に

し
て
要
領
よ
く
、
久
し
く
フ
ッ
セ
ル
か

ら
遠
ざ
か
って
い
た
私
も
、
蕾
者
の
見

賞
事
な
説
明
に
、
も
う
一度
フ
ッ
セ
ル

読
み
直
し
、
著
者
と
デ
ィ
ス
カ
ッシ
ョ

ン
を
し
て
見
だ
い
と
い
う
気
を
起
させ

た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
厳
密
な
学
問的
分

析
と
、
生
命
そ
の
もの
の
本
質
にた
い

す
る
ラ
ジ
カ
ル
な
間
題
提
起
と、
訳
暫

は
フ
ソ
セ
ル
の
哲
掌
の
性
格
をそ
のよ

う
に
説
明
す
る
け
れ
ど
私
は
訳
者の
、

翻
訳
と
解
説
の
態
度
の
中
に
も
この
よ

う
な
フ
ッ
セ
ル
的
な
精
神
の
一端
を
見

る
の
で
あ
る
。
少
し
綿
田
な
努
刀が
い

る
け
れ
ど
、
こ
の
一冊
の
本
を、
出
来

た
ら
原
醤
と
対
照
し
て
麗
む
こと
に
よ

り
、
專
門
以
外
の
人
も
、
あ
る
いは
他

日
「悲
の
器
」
の
よ
う
な
も
のを
創
造

す
る
契
機
に
な
る
の
か
も
レ
れな
い.

(み
す
ず
書
房
刊
・A
五
判
・二八
〇

頁
・九
五
〇
円
)
(立
命
館
大
学助
教

摸
)

武
谷
・小
倉
氏
を
批
判

科
学
史
の
見
解
に
は
ほ
ぼ
賛
成

r
-

1
藪

内

清

鵜
蕪織

ら
聞
か
さ
れ
て
い
た
。
こ
ん
ど
一読
す

銘
を
与
えた
よ
う
で
あ
る。
こ
れ
ま
で

る
機
会
を
灯
た
わ
け
で
あ
る
。
特
に
面

も
広
重
君は
武
谷
氏
の
説
を
批
判
し
て

一白
い
の
は
第
一章
か
ら
第
三
章
ま
で

き
たが
、
こ
の書
物
が
出
て
、
武
谷
氏

を
尊
敬す
る
若
い物
理
字
者
か
ら
、
逆

で
ぬ
な
　
ニ
ゑ

と
け
　
ぱ
　ヲ
　　
ゆ

編講
辮
灘
麟灘
羅
羅

か
り
で
な
く
、
思
想
家
と
し
て
も
奢
名
可
能
とな
る
と
い
う
よ
う
な
孝
民
方
は

で
あ
る
。
こ
と
に
武
谷
は
現
に
物
理
ま
ず
し
り
ぞけ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・

学
、
と
く
に
架
粒
子
論
研
究
に
お
け
る

三段
階鎗
が
旦
傘の
素
粒
子
齢
謙
世
界

指
導
青
の
一人
で
あ
り
、
ま
た
科
学
史

に卓
纏
し
た
も
の
に
導
い
た
と
い
う
、

.研
究
を
通
じ
て
導
き
出
さ
れ
た
三
段
旧

三段
階
蹟の
名
声
の
基
礎
と
な
って
い

る
話
も
、歴
史
的
に
よ
く
吟
味
し
て
み

】る
と
、た
ぶ
ん
に
伝
説
に
近
い
ζ
と
ガ

判
明す
る
の
で
あ
る
.
」
と
き
め
つ
け

の゚
窪

とし
て
そ
れ
は
あ
⇔新
し
い
ジ
}蔭

そ
れ
が
物
峯

研
究
へ
の
方
向

嚢
簿
麗
騨
輔鰻
襲
縄
請
魏
舘
雛
艶
鑓
襲
漏
聡

る
。
も
ち
ろ
ん
事
実
を
あ
げ
て論
証
し

て
い
る
が
、
こ
う
き
め
つ
け
ら
れ
る
一

と
、
武
谷
氏
の
崇
拝
者が
広
露君
を
攻

撃
す
る
の
も
無
理
は
な
い
。
広重
君
は

武
谷
氏
へ
の
こ
の
批
判
を
通
じて
、
科

学
史
研
究
の
意
義
を
考
え
て
いる
.

「科
学
史
の
有
効
性
は
ど
こ
にあ
る
か

と
い
う
問
い
は
、
け
っ
き
ょ
く歴
史
と

は
何
か
と
い
う
古
く
て
新
し
い問
いに

帰
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
し
、
E
・H
・

カ
ー
の
嘗
物
に
「歴
史
とは
過
去と
現

在
と
の
対
謡
で
あ
る
」
と
の
文
章
を引

き
、
結
論
的
に
は
「現
在
に
批判
的
に

薮

す
る
こ
毒
警
る
」
も
のと
し

て
科
学
史
の
有
妨
性
を
認
め
て
いる
.

次
に
小
負
博
士
に
対
す
る
批判
に
な

る
と
、
こ
う
し
た
科
学
史
の有
幼
性に

生
鰯
地
下
書
●
邪

Φ
「人
間
の
建

関
す
る
立
場
か
ら
で
は
な
く
、小
倉
博

殺
」
(新
潮
社
)
②

「世
界
の
大
思
想

士
示
民
箋
主
義
と
科
掌
との
深
い
つな

・レ
ー
ニ
ン
」
(河
出
書
房
)
③
「思

が
り
を
強
詞
す
る
点
に
疑
問
をな
げか

想
の
歴
更
8
、
近
代
合
理
主
義
の
流

け
る
.
小
臼
博
士
は
「封
這
的官
康
竺
れ
」
(平
凡
社
)
④
伊
ケ
崎
暁
生
蕾

は
科
学
的
精
紳
の
瀬
硬
を
妨
げ
、自
然

「大
学
の
自
治
の
歴
史
」
(新
日
本
出

雛

醒

薙

鑓

舜

鴨

絢豊

有機化掌」

が
同
一な
る
限
り
、
民
主
主
"
政
治
の

社
会
に
お
いて
、
科
学
的
糟
神
は
伸
畏

し
、
自
然
科
学
の
研
究
は
進
展
す
る
」

こ
と
が
科
学
史
の
一般
的
法
則
と
し
て

成
立
っ
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
.
戦

後
、
小
倉
博
士
が
民
科
の
委
員
長
と
し

て
活
躍
す
る
よ
う
に
な
った
の
も
、
こ

う
し
た
思
想
に
裏
付
け
ら
れ
た
た
め
で

あ
る
.
ζ
の
見
解
に
対
す
広
皿
君
の
批

判
は
、
こ
う
し
た
直
線
的
な
物
の
考
え

方
は
科
学
的
啓
掌
蒙
主
磯
と
も
呼
ば
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
糾

学
至
上
主
義
に
通
ず
る
こ
と
を
指
摘
す

る
.
ま
た
武
谷
氏
の
三
段
階
論
、
さ
ら

に
そ
の
技
術
諭
も
や
は
り
同
様
な
考
え

方
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ
る
と
批
判
す

る
.
広
重
醤
は
、
科
学
の
発
遣
は
歴史

的
、
社
会
的
に
規
制
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
民
主
主
義
の
昂
揚
期
に
科
学
が
発

達
す
る
と
い
う
簡
単
な
テ
;
ゼ
で
は
、

重
要
な
事
笑
が
見
落
さ
れ
て
し
ま
う
と

論
じ
て
い
る
。

広
重
着
の
文
章
は
闘
士
ま
る
出
し
の

と
こ
ろ
が
あ
って
圃
臼
い
が
、
武
谷
理

験
が
ど
の
程
度
物
理
学
の
研
究
に
役
立

って
い
る
か
を
知
ら
な
い
私
に
は
、
そ

の
ま
ま
広
重
君
の
鋭
を
受
け
と
る
こ
と

は
で
き
な
い
.
し
か
し
科
学
史
に
関
す

る
見
駕
の
大
す
じ
に
つ
い
て
は
、
私
は

ほ
ぼ
同
君
の
説
に
賛
成
で
あ
る
。
私
は

科
掌史
の
研
究
が
直
接
に
自
然
科
学
の

一研
究
に
寄
与
す
べ
き
だ
と
は
考
え
て
い

な
い
.
一般
の
歴
史
学
と
同
じ
く
、
匿

接
的
な
有
効
性
を
人
々
に
明
示
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
.
従
って
科
学
史
が

ア
カ
デ
ミ
ック
な
世
界
で
市
民
梱
を
獲

得
す
る
に
は
、
や
は
り
科
学
史
家
が
す

ぐ
れ
た
科
掌
史
上
の
齢
文
を
書
く
ほ
か

は
な
い
。
面
白
く
て
も
、
評
諭
は
あ
く

ま
で
評
齢
で
あ
る
。
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用下さい。 奪大将軍も自慢の味
と値段で学生諸君のおいでをお
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◆ 只今1966年 度

ソ連新聞雑誌のご予約

うけたまわっております.
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の 自伝 三部 作 完 成

、

朝
吹
登
水
子

二
宮
フ
サ
共
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三
〇
円
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五
八
〇
円

三
年
の
沈
黙
を
破
り
完
成
し
た
こ
の

巻
で
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
独
立
ま
で

の
戦
後
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
変
転
極

ま
り
な
い
世
界
情
勢
と
、
載
前
・
戦

申
に
も
増
し
て
の
し
か
か
る
社
会
の

重
み
に
耐
え
て
、
如
何
に
人
間
を
見

詰
め
、
か
つ
生
の
充
実
を
求
め
て
闘

っ
て
き
た
か
?

こ
の
メ
モ
ワ
ー
ル

は
そ
の
す
べ
て
を
物
語
っ
て
い
る
。
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